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1：50, 000  地質図幅　                                                                   
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          ( 昭和 32 年稿 )

門　　　別
( 札幌―第 62 号 )

　 本 図 幅 の 野 外 調 査 は， 昭 和 31 年 6 月 か ら 10 月 に 亘 っ て 延 30 日 間 行 わ れ， 引 続 い

て 内 業 が 行 わ れ た が， 新 第 三 系 中 の 介 化 石 と 有 孔 虫 化 石 と の 鑑 定 は， そ れ ぞ れ 東 北 大

学の小高民夫学士および東北大学の浅野清教授を煩わせた。

　野外調査にあたっては，踏査図として縮尺約 1/45,000 の空中写真から作成した水系

図 を 使 用 し た。 な お， 本 地 域 の 地 名 で そ の 後 変 更 さ れ た も の が 少 な く な い が， そ れ ぞ

れ新地名によって記述した。

Ⅰ．地　　　形

　この地域は，北海道の脊梁をなす日高山脈の南西部に位置し，太平洋に臨む丘陵地

帯を形成している。本区域内には海岸段丘が広く発達し，北東隅の一部にみられる上

部新第三系からなる山地を除いて，全地域を通じて平坦な段丘地形が良く発達する。

図 版   1　図 幅 地 域 の 段 丘 地 形

この平坦面の末端は 20 〜 30m の高さの海蝕崖をもって海に面している。現在の汀線

と海蝕崖との間には，僅かに砂浜が存在するにすぎない。また，海岸線はシノダイ

崎・門別川河口・厚別川河口南方附近等の僅かに突出する部分を除いては，単調な弧

状をなしている。
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　図幅地内の河川は東から，厚別川・賀
か ば り

張川・慶
け の

能舞
まい

川・波
は え

恵川および門別川の諸河

川があり，ほゞ等間隔に並び，いずれも北東から南西方向に流れ，海岸段丘を切って

太平洋に注いでいる。それらの流域には高低 2 段の河岸段丘と，比較的広い冲積氾濫

原とをつくっている。

　広い分布を示す段丘面は，平坦面の高さから次のように分けることができる。

　　　1．賀張面　　　  標高  140 〜 180 m

　　　2．清畠面　　　　〃    110 〜 140 〃

　　　3．豊郷面　　　　〃　   60 〜 100 〃

　　　4．門別面　　　　〃　   35 〜   60 〃

　以上の平坦面は，いずれもその拡がりおよび分布から海岸段丘と考えられ，その発

達状況を示すと第 1 図の通りである。

第 1 図　海 岸 段 丘 お よ び 隆 起 汀 線 図
Kt：　海岸段丘賀張面　　    Kit：　海岸段丘淸畠面
Tt：　海岸段丘豊郷面　　　 Mt：　海岸段丘門別面
1：　賀張面隆起汀線　　　   2：　淸畠面隆起汀線
3：　豊郷面隆起汀線　　　   4：　門別面隆起汀線   
       - - - - - - - - - - - - - - - - -：  1．　　        - ･･- ･･-：   2．

 -･-･- ：  3．　　　　----：   4．
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　賀張面 (Kt) はオサツナイ北北東方の三角点 (258m，静内図幅内に位置する ) の西

方に発達する。標高 140 〜 180m を示し，北東から南西へ傾斜し，かなり開析された

平坦面である。この平坦面の延長は北北西方向に延び，広く発達していたようである

が，賀張川―慶能舞川間の平取断層の西側では，侵蝕されて一連の平坦なスカイライ

ンを示す稜線がみられるにすぎず，その堆積物を認めることはできない註 1)。この面

の旧汀線は明らかではないが，厚別川を境として東側では，ほゞ北西―南東方の延び

を示すが，西側では N10 〜 15°W 方向に延びていたようである。

　淸畠面 (Kit) は，厚賀北方三角点 (117.9m) と山部落附近 ( 標高 120 〜 140m) お

よび清畠の北方三角点 (128.1m) 附近を結ぶ線に沿って，ほゞ海岸線に平行して発達

している。この平坦面は賀張面と同様，北東部で最も高く標高約 140m を示すが，漸

時南西方に向かうに従いその高度を減ずる。この面は賀張面に比較して，その開析度

は少ないが，起伏に富んだ波状地形を呈する。この面の旧汀線をたどるとオサツナイ

北方から北北西方向に延び，北隣富川図幅地内に入って北西方向に向かい，ほゞ現在

の海岸線に平行に追跡される。

　豊郷面 (Tt) は註 2)，清畠面の前面に発達し，厚賀附近では門別面に切られ，狭長

な分布を示すが，漸時北西方向に広大となり，波恵川流域では 2.5 〜 3km の幅を有す

る。この平坦面は前述の清畠面と同じ程度の開析を受けており，かつその間の高低差

も賀張附近では明瞭であるが，北西方に向かうに従い不明瞭となる。したがってこの

面の旧汀線は判然としないが，厚賀附近では現海岸線と一致しており，それから西で

は北西方に彎入していたと考えられる。また，この平坦面が形成されたと同一時期の

河岸段丘が波恵川・門別川に認められ，これらはその同位海岸段丘の平坦面の旧汀線

より遙かに内陸部に向かって現河川に平行して発達している註 3)。

　門別面 (Mt) は，豊郷面の前面に発達し，平坦面の末端は前述の通り海蝕崖を形成

し海に面している。この平坦面は前述の各平坦面に比較して，その開析度は低くきわ

註 1)　堆積物が認められるのは，オサツナイ北方，賀張川以南だけであって，地質図上には，これだけが記
入されている。

註 2)　海岸段丘淸畠面と豊郷面とは，その開析の程度がほとんど差がなく，高低差の点においても明瞭な所
と不明瞭な所とがあり，豊郷面は堆積面ではなく，淸畠面の堆積物を侵蝕した海蝕平坦面であるとい
う疑いもある。したがって豊郷面にみられる堆積物は，淸畠面の堆積物の削り殘されたものという疑
いもでてくるわけである。なお，富川図幅では淸畠面と豊郷面とを一括し段丘堆積物，t2 としてある。

註 3)　この河岸段丘と考えられる平坦面は，形成時期が豊郷面と同一であるとの考えから，地質図上には一
括して豊鄕段丘堆積層として扱った。
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めて平坦である。この面を侵蝕している谷は，その侵蝕度合が浅く，基盤まで侵蝕し

ているものは少なく，かつ谷の末端はこの面の旧汀線附近で止っている。また，この

面と同位と考えられる河岸段丘が賀張川流域に認められる註 4)。

　以上 4 つの平坦面はいずれも北東に高く，南西方向に高度を減ずるとともに，全体

として南東から北西方向に徐々に高度を減ずる共通した特徴がある。これは後述する

ように，海岸線に沿って清畠向斜が存在し，これが南東から北西方向に沈降する向斜

構造であることから，上述の段丘はこの運動に支配された傾動運動を行ったものと解

釈される。また各平坦面の旧汀線は，ともに厚賀附近で海岸方向に突出しており，殊

に豊郷面・門別面の旧汀線が現在の汀線とほゞ一致している。このことから，この部

分は段丘形成の時期を通じて，侵蝕に耐えて岬が存在したことが推定され，後述する

厚賀層礫岩の分布とよく符合する。

　河岸段丘は，厚別川・賀張川・慶能舞川・波恵川・門別川の各河川に発達する。段

丘はその平坦面の高さから豊郷面・門別面と同位の河岸段丘と，さらにこれより新し

い 2 段の段丘とがある。後者を高さによって 2 つに分け，それぞれ高位および低位河

岸段丘とした。

　高位河岸段丘は各河線によく発達し，かつ左岸にのみ発達する共通した特微があ

る。これは河川の流路が地盤の傾動に伴なって，東から西へ移動したためと考えら

れ，海岸段丘の傾動とよく一致する。

　低位河岸段丘は厚別川・慶能舞川・門別川および沙流川川沿いの所々に発達する。

前記の高位河岸段丘とは異なり，共通した特徴はみられず，その高さなども各河川に

よって異なり，形成時期は同一時期とは断定し難いが，一括して低位河岸段丘として

取扱った。これら河川流域の共通した特徴として，前述したように左岸に良好な河岸

段丘が発達するが，これに反して右岸は直接海岸段丘の段丘崖に臨み，各海岸段丘を

侵蝕する支谷は V 字谷をなし，これら谷の入口には小規模な扇状地形の発達するとこ

ろが所々にみられる。

　段丘の発達状況を模式断面図によって示すと第 2 図の通りである。

註 4）地質図上には，門別段丘堆積層として着色した。
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    第 2 図　段 丘 の 模 式 断 面 図
          a：   冲積面
        Rt2：   低位河岸段丘堆積層
        Rt1：   高位　　　〃
        Mt：   門別段丘堆積層
         Tt：   豊郷段丘堆積層
        Kit：   清畠　　〃
         Kt：   賀張　　〃

註．  平 坦 面 記 号 は 地 質 図 に 同 じ
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Ⅱ．地　　　質

　本地域は，さきに岡村要蔵 3) によって，日高北西部産油地とされた地域の一部であ

って，堆積岩のみからなっている。すなわち新第三系上部の地層およびそれを不整合

に被覆する第四系の段丘堆積層・冲積層および砂丘砂からなっている。これらの層序

関係を示すと，第 1 表の通りである。

第 1 表　地 質 総 括 表

　新第三系は，産油地の主部にみられる地層より遙かに上位の地層であって，元神部

層 16) の中上部および厚賀層に 2 分される。これらの地層は岩相の側方変化が著しく，

その状況を第 3 図に示した。

　元神部層は図幅地域の北東隅およびオサツナイ附近に分布し，上位の厚賀層とは整

合 ( 一部異相 ) 関係にある。元神部層の下部は有孔虫 (Cyclammina 属 ) に富む泥質

相を示すが，中部から上部にかけて次第に礫質相が卓越する。最上部ではふたゝび泥

質相となるが，これは凝灰質〜珪藻土質であって，下部の泥質相とは趣を異にしてい
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る。厚賀層は図幅地域のほゞ全域に亘って広く分布し，下部泥質相を除いては全般に

砂あるいは礫質相が著しい。本層からは，Pecten takahashii YOK.  およびその他の鮮

新世を代表する滝川化石動物群 6) を産する。

　これらの地層の下位には，静内図幅地内に見られる新第三系の地層が連続して存在

するものと考えられ，この新第三系の下位は，古第三系の地層を欠いて不整合に白堊

系に直接する註 5)。これらの新第三系の地層は，一般に N20 〜 40°W の走向を示し，

緩やかな褶曲構造がみられる。この褶曲構造は大体第四系の地層堆積前に完成された

ものである。

　第四系の堆積物は，以上の新第三系の地層を不整合に被覆して分布している。第四

紀における地盤の上昇運動は，段丘の発達状態から考えて，数次に及ぶ上昇傾動運動

のあったことがうかがわれ，これに北東から南西方向に隆起量を減ずるものと，南東

から北西方向に隆起量を減ずるものとの，2 つの隆起運動がみられ，前者がおもなる

傾動運動であったようである。

Ⅱ．1　新  第  三  系

Ⅱ．1．1　元 神 部 層

　本層は図幅地域の北東部，オイオプ沢流域およびオサツナイ附近に分布する。本層

は隣接静内図幅地域内に広く分布し，元神部沢附近を模式地として命名されたもので

ある 16)。岩相の側方変化が著しく，静内図幅地内では 6 つの岩相にわけられ，本図幅

地内でも次の 3 つの岩相にわけられる。すなわち，硬質頁岩・凝灰質泥岩砂岩互層お

よび礫岩である。これらの岩相は側方に変化し，それぞれ異相関係にある。次に本層

の地質柱状図を示すと，第 4 図のようである。

　硬質頁岩は元神部層の比較的下部に発達する岩相で，いわゆる“硬質頁岩”と呼

ばれているものである。オイオプ沢主流に平行して帯状に分布している。諳灰色〜帯

緑諳灰色で，板状層理のよく発達した硬質頁岩を主とし，灰色の細粒〜中粒の砂岩の

薄層を挾んでいる。硬質頁岩は所によって，非常に砂質となることがある。また厚さ

　註 5)　図幅地域の北東隅近く，比宇 17)・富川 15) 兩図幅地域に亘って白堊系が露出している。
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第 4 図　 元 神 部 層 岩 相 柱 状 図
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5 〜 10cm の硬質頁岩と，1 〜 2cm の諳灰色淤泥岩とが互層し，あたかも煉瓦を積み

重ねたような外観を呈する所がある。硬質頁岩は風化すると一般に赤褐色の鉄錆色を

呈する。

　凝灰質泥岩砂岩互層はオサツナイ附近およびオイオプ沢主流附近に分布し，一般に

は硬質頁岩の上位に位する。灰色〜諳灰色の凝灰質泥岩と，青灰色〜諳青灰色の細

粒砂岩との互層からなる。淤泥岩はいくぶん珪藻土質で，鏡下では少量の珪藻を認め

ることができる。互層の淤泥岩・砂岩各単層の厚さは一様ではないが，大体淤泥岩

が 20cm 前後，砂岩が 10cm 前後で，全体として淤泥岩が優勢である。淤泥岩は風

化すると灰白色となる。また所によって緻密となり，板状を呈し，硬質頁岩に似るこ

とがある。砂岩は一般に細粒であるが，所によって粗粒となる所もあり，また炭質物

を含んで縞模様を呈する所もみられる。大狩部附近の互層部の砂岩には油徴がある。

この互層中には礫岩および硬質頁岩の薄層を挾む部分がある註 6)。

　礫岩は前述の互層中の礫岩の特に発達した部分で，オイオプ沢附近に発達する。褐

色〜帯褐諳灰色で，一般に胡桃大から拳大のよく水磨された円礫を主とし，その膠結

物は褐色の粗粒〜中粒砂からなっている。礫種は日高帯の変成岩類および火成岩類

が主で，受乞層 16) 中の礫岩とは一見して区別することができる。また本礫岩中には，

前述の互層部と同質の互層を不規則レンズ状に挾んでいる部分がある。本層は以上の

ような岩相によって構成されるが，前にも述べたように岩相の側方変化が著しく，し

たがって各岩相の境界が同一時間面を示すものではない。また本層の硬質頁岩中から

は有孔虫化石を註 7)，互層中の淤泥岩からは Sagarites sp.  を産するにすぎず，全般的

に化石に乏しい。本層の地質時代については，下位層 ( 受乞層 ) との関係が東隣静内

図幅地域内で整合であること，本層が北に接する富川図幅地域における二
に ぶ

風谷
たに

層 15) に

連続するものであり，中新世の有孔虫化石動物群 16) を産すること，および後述の鮮新

世化石動物群を産する厚賀層の下位に位すること，などから中新世上部と考えられ

る。

註 6)　靜內図幅地域では互層中に礫岩が多く，所によっては，泥岩・砂岩・礫岩が，ほゞ等量となる。また
凝灰質塊状泥岩と互層部を区別しているが，本図幅ではこれを一括して示した。

註 7)　特に靜内図幅地内に多產し，その属，種名は靜内図幅參照。
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Ⅱ．1．2　厚　賀　層

　厚賀層註 8) は本地域の大部分を占めて分布している。本層も元神部層と同様に岩相

の側方変化が著しい ( 第 3 図参照 )。おゝむね下位から，礫岩・凝灰質淤泥岩・砂岩・

第 5 図　厚賀層地質柱状図および岩相変化槪念図

註 8)　厚賀層は從来岡村要藏 3) による上部第三紀層にほゞ相当し，千谷好之助 4）の新冠層の上部蛮岩層・厚賀
層・ケノマイ層に当るものであるが，千谷による記載はなく，こゝに厚賀層を再定義し，賀張―厚賀
附近を模式地とする。
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礫岩・凝灰質砂質淤泥岩の順序で累重し，下部の礫岩と凝灰質淤泥岩主部，砂岩と上

部の礫岩の一部とが，それぞれ著しい異相関係にあり，全層厚約 2,000 〜 2,500m を

算する註 9)。次に賀張川・慶能舞川・波恵川における地質柱状図を示すと，第 5 図の

通りである。

　礫岩 (下部 ) は厚賀市街国鉄日高線踏切附近に模式的に発達する。外観は茶褐色を呈

し，礫の大きさは最大径 20cm に達するが，胡桃大から拳大のものが多い。礫種は日

高帯の変成岩類および火成岩類であり，いずれもよく水磨された円礫である。膠結物

は褐色の粗粒〜中粒砂からなっている。また，しばしば層理の発達した灰色〜諳青灰

色の，細粒〜中粒軟質砂岩を挾む。礫岩は全般に偽層がよく発達し，元神部層の礫岩

に酷似する。また，上部になるに従い砂岩が卓越し，上位の砂岩に漸移している。ま

た北東方向に向かうに従い，礫質層から漸時後述する凝灰質淤泥岩に移化する。

　凝灰質淤泥岩は賀張川二股附近・ポロヌペオマップ沢上流および慶能舞川中流附近

に分布する。分布地域の北東縁では，平取断層で下位の元神部層と平取断層で接して

いる。諳灰色〜帯緑諳灰色塊状凝灰質淤泥岩で，全般に多少珪藻土質であり，鏡下で

検すると少量の珪藻が認められる。この淤泥岩は変化に乏しいが，所によって砂質と

なり雲母片を含む部分や，硬質となって板状層理の発達する部分がある。このように

板状層理の発達するところでは，元神部層の凝灰質塊状泥岩 16) とした岩相と区別する

ことが困難である。またこの淤泥岩は乾くと灰白色となるのが通例である。本岩中に

は形状の不規則な石灰質団塊を含んでいる。また，大型化石としてまれに保存不良な

海棲介化石が見られるにすぎないが，Sagarites sp.  が非常に多い。アトタンネ沢口附

近には 3 〜 10cm の白色の浮石質凝灰岩を挾み，慶能舞川本流までの追跡がほゞ可能

である註 10)。

　砂岩はフプモム沢流域および慶能舞川の支流ルイカルウシシュベツ沢流域を結ぶ幅

約 1.5 〜 2km の範囲に分布し，フプモム沢下流に標式的に発達する。帯緑諳灰色〜諳

青灰色凝灰質細粒砂岩で，一般に塊状である。風化すると淡黄灰色を呈し，軟弱で粒

度が不均一である。この砂岩中には雲母片・炭粉および浮石粒が多く，ところによっ

て浮石質砂岩となっているところがある。また厚さ 50 〜 100cm の白色凝灰岩が挾ま

註 9)　厚賀層 ( 特に礫質相 ) は僞層が激しいために，野外で測定した地層の傾斜が真の傾斜値を示すか否か疑
問があり，したがって厚賀層の層厚を 2,000 〜 2,500m と算定したがいくぶん正確さを欠く。

註 10)   鍵層として取扱い，K1 としてある。
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れ，これは鍵層 (K2，K3) としてある程度追跡することが可能である。フプモム沢下

流附近では礫質相となり，偽層が発達している。また局部的ではあるが，賀張川では

厚さ 2cm の亜炭層が介在する。フプモム沢入ロから上流へ 300m に亘って分布する

砂岩，および同沢の入口から西方海岸線に沿って分布する砂岩中には，次のような海

棲介化石註 11)・有孔虫化石を産する。

第　　2　　表

( 東北大学　浅野淸教授鑑定 )

註 11)　本層から産出する介化石はほとんど現世種によって占められ，その棲息深度は，Acila divaricata
(HINDS) を除いては，大体 10 〜 20 尋前後の浅海である。
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　上述の介化石は Pecten takahashii YOK.  以外ほとんど現世する種である。

　この砂岩は，賀張川流域では約 700 〜 800m の厚さを有するが，漸時北西方向に向

かうに従い上部は礫質相に移化し，慶能舞川流域ではほゞ賀張川流域と同じ厚さを有

するのが，波恵川流域に至るとほとんど砂質相はなく礫質相に変わっている。

　礫岩 (上部 ) は賀張川の河口から，ほゞ N30 〜 40°W の走向延長に広く分布し，

清畠駅前附近に顕著なものがみられる。外観は下部の礫岩と酷似しており，礫種など

も大差ないが，一般に下部のものより偽層が激しく，かついくぶん軟弱である。また

礫岩中には，細粒砂岩と軟質淤泥岩との互層した大きなブロックを含む異常堆積相が

みられる。この礫岩は北西方向に向かうに従い，前記の砂岩に代わって卓越し，慶能

舞川流域で 200 〜 250m の厚さが波恵川流域では 750m 強となる。

　凝灰質砂質淤泥岩は波恵川下流附近を中心に分布し，門別―豊郷間の海蝕崖で良く

観察される。下位の礫岩から漸移し，当地域の新第三系の最上部を占めている。諳灰

色〜灰色塊状砂質淤泥岩からなり，風化すると淡黄灰色となる。全般的に凝灰質であ

るが，いくぶん珪藻土質なところもある。雲母片・炭粉をおびたゞしく含み軟弱であ

る。前述の砂岩に類似するが，いくぶん細粒かつ泥質である。本岩相中には，褐色の

粗粒〜中粒砂岩の薄層，石英砂の濃集しているレンズ，灰色泥岩と諳灰色細〜中粒砂

岩の互層部，および淡青灰色の凝灰岩 ( 厚さ 70 〜 100cm) などを挾んでいる。また，

砂質泥岩の扁平な団塊や保存不良な海棲介化石をまれに含有する。この凝灰質砂質淤

泥岩は，波恵川流域では厚さ 100 〜 120m を算する。

　厚賀層は前述したように礫質相が多いこと，および産出化石から考えて，浅海性の

堆積層であることがうかがわれる。また下位から礫質相・砂質相・礫質相・泥質相と

いう堆積順序から，大きく 2 回の堆積輪廻を考えることができる。本層と下位の元神

部層との関係は，整合漸移であって，厚別川鉄橋の南方約 500m 附近の鉄道の切割で

みれば，元神部層の互層部は漸時礫岩の量を増し，遂に厚賀層下部の礫岩層となる。

本図幅地域では，この礫岩の基底から上を厚賀層としたが，この境界をオサツナイ方

面に追跡すると，元神部層と本層との間にも一部岩相の側方変化のあることが認めら

れる。したがって元神部層との境界線は，同一時間面を示すものではない。また凝灰

質淤泥岩は，元神部層の凝灰質塊状泥岩 16) と岩質的に区別することが困難なうえ，分

布地域の東側では，平取断層によって元神部層と接しているため，凝灰質淤泥岩の一

部が元神部層の凝灰質塊状泥岩に相当する疑いもある。
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　本層からは，前述のように砂岩中から Pecten takahashii YOK.  およびその他の鮮

新世を指準する滝川化石動物群 6) を産することから，日高三石地方の舜別層 5)7)，樺戸

地方の幌加尾白利加層 14) および滝川地方の幌倉層 14) に対比される可能性が強い。また

北隣富川図幅地内の荷菜層 15) の連続である註 12)。

図版 2　厚賀層の礫岩 ( 上部 )

註 12)　元神部層中上部から，Pecten takahashii YOK.  その他の鮮新世の化石を産する層準までの間の地層
については，古生物学的なデータがない。したがってこの間の地層が中新世・鮮新世のいずれに歸属
するかは不明であり，厚賀層の基底は中新世と鮮新世との境界ではなく，あくまでも岩相上便宜的に
設けた境界であって，今後の檢討が必要である。
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図版 3　厚賀層礫岩 ( 上部 ) の僞層

Ⅱ．2　第　四　系

Ⅱ．2．1　更　新　統

　本図幅地域の更新統に属する地層は，地形の項で記述した 4 段の海岸段丘面を構成

する堆積層と，高位・低位の 2 段の河岸段丘堆積層とからなる。

　海岸段丘堆積層　海岸段丘堆積層は，4 段の段丘堆積層に分けられるが，その堆積

物を充分に観察できるのは，平坦面の末端が海蝕崖をなしている門別面のみである。

基底部は主として径 10cm 以下の変成岩類および火成岩類の円礫を主とする礫層から

なる。上部になるに従い細礫となり，砂に変わっている。豊郷―門別間の海岸では，

約 5m の厚さを有する。そのほか，断片的には豊郷面・清畠面の堆積物を内陸部で

観察することができる。砂礫相が卓越するが，堆積層の厚さや，堆積物の詳細は岩屑

によって被覆されているため，明らかにし得なかった。また賀張面は開析が進み，侵

蝕が激しく，明らかな堆積物は認められないが，三角点 (258m) の西方の賀張面附近

の小沢には，砂礫を主とする岩屑が多く，おそらく賀張面の堆積物から由来したもの
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と考えられる。　　　　　　

　河岸段丘堆積層　河岸段丘堆積層は，地形の項で述べたように高位・低位の 2 段の

ほか，各海岸段丘面と同位の平坦面に含まれるものとがある註 13)。

　高位河岸段丘堆積層は，各河川の左岸に良く発達する。河川流路が左岸山麓に接近

している部分は，河岸段丘が現在侵蝕を受けているため，段丘堆積層がよく観察され

る。堆積物は海岸段丘堆積層と比較して大差はないが，礫が一般に大きく，粒度の分

註 13)　海岸段丘面と同位の河岸段丘堆積層は海岸段丘堆積層の記載と一括し，こゝでは省略した。
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布も不均一である。また砂質相が多い。大体 3 〜 5m の厚さを有する。

　低位河岸段丘堆積層は，各河川にみられる高さ 10m 以下の段丘を一括して低位河

岸段丘として取扱っているため，高位河岸段丘に比較して発達状況が各河川によって

異なる。堆積物は明らかではないが，泥質相が多いようである。

　火山灰層　本図幅地域内に分布する火山灰は，下部火山灰層と上部火山灰層とに 2

分することができる。

　下部火山灰層は賀張面の堆積層の上位には認められないが，清畠面の山部落附近，

豊郷面の幾千世北方の台地 ( 門別川右岸台地で図幅地域外 )，門別面の門別―豊郷間

国道，豊郷―清畠間の台地および沙流川 ( 図幅地域外 )，門別川の高位河岸段丘面にそ

れぞれ認められる。その堆積状況はいずれの場合もよく似ており，河岸段丘・海岸段

丘の 2，3 についてそれぞれ模式的な柱状図として示すと第 6 図の通りである。

　この火山灰は黄褐色〜淡黄褐色で，径 1cm くらいの浮石を主とし，厚さ 1 〜 3m，

最も厚い所で約 4m に達する。また，ところにより粘土質となり，ローム状を呈する

部分もある。本火山灰の堆積時期は明らかではないが，前述の分布状態から判断し

て，おそらく高位河岸段丘の形成後に堆積したと考えられる。

　上部火山灰層は註 14) 各河川の現河床を除き，全域を被覆して，地表の腐植土の中位

に介在している。厚さ 15 〜 20cm の灰白色の火山灰で，大体径約 2mm の浮石から

なっている。この火山灰は樽前系の噴出物といわれ 2)，明治初期あるいはそれ以前の

活動による降灰と考えられている。

Ⅱ．2．2　現　世　統

　現世に属する堆積物は，各河川に発達する冲積層・砂丘砂からなる。

　冲積層は各河川の現河床・氾濫原および扇状地を形成し，未固結の砂礫および粘土

からなる。

　砂丘砂はシノダイ崎―門別川河口間を結ぶ海岸線に 3 列の顕著な砂丘を構成する。

汀線に近い 2 列は高さ 4 〜 6m であるが，後列の砂丘は高さ約 10m である。

註14)　この火山灰は第 6 図に示す，上部の厚さ約 15 〜 20cm の火山灰である。またこの火山灰は降灰の時期
から現世に入るが火山灰層と一括してこゝで記載する。
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図版 4　火 山 灰 の 堆 積 状 況

Ⅱ．3　地  質  構  造

　本図幅および周辺地域の第三系の構造は，北西―南東の方向性に支配されている。

したがって，背斜・向斜および主要な断層は，すべて N20 〜 40°W の延長方向を示

し，地層の傾斜は平取断層の北東側に分布する元神部層と，断層周辺の厚賀層とを除

いていずれも 10 〜 25°で，一般に西に傾いており，地質構造は比較的単調である註 15)。

註 15)   從来北海道においては，後追分期・先滝川期の地殻変動が重要視され 8)，滝川期の基底には大きな不
整合があるとされていたが，最近樺戸山地周辺において，小林勇・外により，この不整合は認められず，
滝川期相当層も下位の諸地層と同一の造構造運動を受けており，先滝川期の地殻運動はむしろ後滝川
期であることが指摘されたが，当門別図幅においても滝川動物群を産する厚賀層と中新世の元神部層
との間には，堆積上の間隙，構造差はみとめられず，整合一連であり，当地域にみられる著しい構造
運動 ( 断層・褶曲運動 ) は厚賀層の堆積後である。
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　厚賀―オサツナイ間の半ドーム構造註 16) および半向心構造は，東隣静内図幅地内の

新冠背斜およびオサツナイ向斜の北西端に当り 16)，これが北西方に沈降しているた

め，本図幅地内では単斜構造に近い形を示している。なお海岸線に平行して賀張川下

流より N60°W 方向に延びる緩やかな向斜構造が認められる註 17)。

　断層は図幅地域の北東隅を N20°W の方向に延びる平取断層が唯一のもので，走

向断層の性質を示している。この断層は南東方にその落差を減じ，静内図幅地内厚別

川南東方では認めることができない。しかし，北西方向ではその落差を増大し，富

川図幅地内の沙流川・門別川流域で最大となる模様である 15)。

　以上の褶曲・断層運動のほゞ完了した後に，第四紀の数回に及ぶ傾動を伴なった上

昇運動があり，賀張面以下の段丘面が形成された。これに伴なって前述の褶曲運動の

余波とみられる運動があって，これが段丘面に反映していることは前述の通りであ

る。

Ⅲ．応　用　地　質

　本地域は日高北西部産油地 3) の北西方に位置し，新冠背斜 16) の延長方向に当る。ポ

ロオシュッキウシュペ沢およびオプンカウウンペ沢の元神部層中の砂岩には，石油が

滲出している部分がある。しかし，新冠背斜はこゝで地下に没し，かつ単斜構造に変

わっている。

　また，本地域に発達する海岸段丘・河岸段丘および海浜等に，漂砂鉱床型の砂白金

の産することが記録されている 11)。しかしこの砂鉱床も現在採掘されておらず，その

規模等は明らかでない。
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(Abstract)

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  l o c a t e d  a t  t h e  s o u t h w e s t e r n  f o o t  o f  t h e  H i -

d a k a  m o u n t a i n  r a n g e  w h i c h  i s  t h e  m e r i d i o n a l  b a c k b o n e  o f  H o k k a i d ō  

I s l a n d ,  a n d  t h e  a r e a  c o v e r s  a  p a r t  o f  t h e  N i i k a p p u - B i r a t o r i  o i l  f i e l d .  

GEOLOGY 

T h e  a r e a  i s  c o m p o s e d  o f  t h e  u p p e r  N e o g e n e  s e d i m e n t a r y  r o c k s  

a n d  Q u a t e r n a r y  o n e s .   T h e  s t r a t i g r a p h i c  s e q u e n c e  i s  g i v e n  i n  

T a b l e  1 .
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T a b l e  1 .  

Tertiary  

Motokambe formation  T h e  m a i n  p a r t  o f  t h e  M o t o k a m b e  f o r m a -

t i o n  i s  d e v e l o p e d  i n  t h e  e a s t  s i d e  s h e e t - m a p  a r e a .   T h i s  f o r m a t i o n  

i n  t h i s  a r e a  i s  c o m p o s e d  o f  a l t e r n a t i o n  o f  t u f f a c e o u s  s i l t s t o n e  a n d  

s a n d s t o n e ,  c o n g l o m e r a t e  a n d  h a r d  s h a l e .   T h e s e  r o c k  f a c i e s  a r e  

i n  r e l a t i o n  o f  l a t e r a l  c h a n g e  w i t h  e a c h  o t h e r ,  a l t h o u g h  t h e  h a r d  

s h a l e  o c c u p i e s  l o w e r  h o r i z o n  a n d  t h e  o t h e r  t w o  u p p e r  r o u g h l y .  

F r o m  t h e  l o w e r  p a r t  t o  t h e  m i d d l e  p a r t ,  t h e  M i o c e n e  f o r a m i n i f e r a l  

f a u n a  a r e  r e p o r t e d  i n  t h e  e a s t  s i d e  s h e e t - m a p  a r e a .  

A t s u g a  f o r m a t i o n   T h e  A t s u g a  f o r m a t i o n  c o v e r s  c o n f o r m a b l y  

t h e  M o t o k a m b e  f o r m a t i o n ,  a n d  t h e  b a s a l  p a r t  o f  t h i s  f o r m a t i o n  

l a t e r a l l y  c h a n g e s  i n  r o c k  f a c i e s  i n t o  t h e  t o p  p a r t  o f  t h e  M o t o k a m b e  

f o r m a t i o n .   S o  t h e  b o u n d a r y  b e t w e e n  b o t h  f o r m a t i o n s  i s  n o t  t h e  

c h r o n o l o g i c a l  o n e  s t r i c t l y .  

T h e  A t s u g a  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  o f  c o n g l o m e r a t e ,  t u f f a c e o u s  

s i l t s t o n e ,  s a n d s t o n e  a n d  t u f f a c e o u s  s a n d y  s i l t s t o n e .   A l t h o u g h  t h e r e
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a r e  s o m e w h a t  l a t e r a l  c h a n g e s  b e t w e e n  e a c h  r o c k  f a c i e s ,  t h e  s u c -

c e s s i o n  w i t h i n  t h i s  f o r m a t i o n  i s  r o u g h l y  a s  f o l l o w ,  f r o m  t h e  b a s e  

t o  t h e  t o p  

c o n g l o m e r a t e ,  t u f f a c e o u s  s i l t s t o n e ,  s a n d s t o n e ,  

c o n g l o m e r a t e  a n d  t u f f a c e o u s  s a n d y  s i l t s t o n e .  

T h e  r e l a t i o n  b e t w e e n  e a c h  r o c k  f a c i e s  i s  s h o w n  i n  F i g s .   3 ,  5  ( s e e  

J a p a n e s e  T e x t  p .  1 0 )  

A t  t h e  l o w e r  p a r t  o f  t h i s  f o r m a t i o n ,  n a m e l y  i n  t h e  t u f f a c e o u s  

s i l t s t o n e  a n d  s a n d s t o n e ,  t h r e e  k e y  b e d s  ( K 1 ,  K 2  a n d  K 3 )  c o n s i s t i n g  

o f  w h i t e  t u f f  c a n  b e  t r a c e d  i n  s o m e  d i s t a n c e s .  

T h e  c o n g l o m e r a t e  c o n s i s t s  o f  p e b b l e s  o f  m e t a m o r p h i c  r o c k s  

a n d  i g n e o u s  r o c k s  d e r i v e d  f r o m  t h e  H i d a k a  m o u n t a i n  r a n g e .   I n  

t h e  s a n d s t o n e  a n d  s a n d y  p a r t  o f  t h e  o t h e r  r o c k s ,  b i o t i t e  f r a g m e n t s  

a r e  c o n t a i n e d  r e m a r k a b l y .  

T h e  m o l l u s c a n  f a u n a ,  w h i c h  w a s  c o l l e c t e d  f r o m  t h e  s a n d s t o n e  

a b o u t  6 0 0  m  a b o v e  t h e  b a s e  o f  t h e  b e d ,  i s  s h o w n  i n  t h e  T a b l e  2  

( s e e  J a p a n e s e  T e x t  p . 1 2 ) .   I t  r e s e m b l e s  w e l l  t o  t h e  P l i o c e n e  T a k i -

k a w a  f a u n a .  

Quaternary  

T h e  P l e i s t o c e n e  s e d i m e n t s  a r e  r e p r e s e n t e d  b y  t h e  t e r r a c e  

d e p o s i t s  a n d  v o l c a n i c  a s h .  

T h e r e  a r e  w e l l - p r e s e r v e d  t e r r a c e  p l a n e s ,  w h i c h  a r e  d i v i d e d ,  

a c c o r d i n g  t o  t h e  h e i g h t  o f  t h e  s u r f a c e  p l a n e ,  i n t o  f o u r  c o a s t a l  t e r -

r a c e s  ( s e e  J a p a n e s e  T e x t  p .  2 )  a n d  t w o  r i v e r  t e r r a c e s .  

T h e  t e r r a c e  d e p o s i t s  a r e  d i v i d e d ,  i n  a c c o r d a n c e  w i t h  t h i s  t o p o -

g r a p h i c  d i v i s i o n .   A l l  t e r r a c e  d e p o s i t s  a r e  c o m p o s e d  o f  g r a v e l ,  

s a n d  a n d  c l a y ,  b u t  t h e  d e p o s i t s  o f  t h e  h i g h e s t  t e r r a c e  a r e  i l l -

p r e s e r v e d .  

O n  t h e  s u r f a c e  o f  t h e  c o a s t a l  t e r r a c e s  a n d  t h e  r i v e r  t e r r a c e s ,  

t h e  p r o m i n e n t  y e l l o w  v o l c a n i c  a s h  w h i c h  i s  1 ~ 3  m  t h i c k ,  i s  

o b s e r v e d .   I t  d e p o s i t e d  a t  l e a s t  a f t e r  t h e  u p p e r  r i v e r  t e r r a c e  s u r -

f a c e  w a s  f o r m e d ,  s o  i t s  a g e  s e e m s  t o  b e  l a t e s t  P l e i s t o c e n e  o r



4

R e c e n t .  

T h e  y o u n g e s t  a s h  i s  b e l i e v e d  t o  b e  e r u p t e d  f r o m  v o l c a n o  

T a r u m a e  i n  1 8 7 4 ,  a n d  i t  i s  i n t e r c a l a t e d  i n  t h e  b l a c k  s u r f a c e  s o i l  

w i t h  t h e  t h i c k n e s s  o f  1 5 ~ 2 0  c m .  

A l l u v i u m  i s  d e v e l o p e d  a l o n g  t h e  f l u v i a l  p l a i n  o f  t h e  r i v e r ,  a n d  

c o n s i s t s  o f  g r a v e l ,  s a n d  a n d  c l a y .  

T h e r e  a r e  t h r e e  c h a i n s  o f  s a n d  d u n e s  a l o n g  t h e  c o a s t  n e a r  

M o m b e t s u .  

T h e  m a i n  s t r u c t u r a l  u n i t s  o f  t h e  N e o g e n e  a r e  t h e  B i r a t o r i  

f a u l t ,  A t s u g a  s e m i - d o m e  s t r u c t u r e  w h i c h  i s  t h e  w e s t e r n  e n d  o f  

t h e  N i i k a p p u  a n t i c l i n e ,  a n d  K i y o h a t a  s y n c l i n e .   T h e i r  d i r e c t i o n s  

o f  e l o n g a t i o n  a r e  p a r a l l e l  t o  t h e  c o a s t a l  l i n e .   T h e s e  s t r u c t u r e s  

w e r e  f o r m e d  b e f o r e  P l e i s t o c e n e ,  b u t  t h e  m o v e m e n t s  s e e m  t o  h a v e  

c o n t i n u e d  a l s o  i n  P l e i s t o c e n e  a n d  t o  h a v e  a f f e c t e d  t h e  t i l t i n g  a n d  

w a r p i n g  o f  t h e  t e r r a c e s ,  j u d g i n g  f r o m  t h e  f a c t  t h a t  a l l  c o a s t a l  

t e r r a c e  p l a n e s  a r e  i n c l i n e d  s o u t h w e s t w a r d s ,  a n d  t h e  d i s t r i b u t i o n  

o f  t h e  r i v e r  t e r r a c e s  i s  r e s t r i c t e d  o n l y  t o  t h e  l e f t  s i d e  o f  t h e  r i v e r .  

ECONOMIC GEOLOGY 

T h e  o i l  s e e p a g e s  a r e  o b s e r v e d  i n  t h e  a r e a  o f  s e m i - d o m e  s t r u c -

t u r e  e x t e n d i n g  f r o m  A t s u g a  t o  O s a t s u n a i .   T h i s  s e m i - d o m e  s t r u c t u r e  

t r a n s f o r m s  w e s t w a r d  t o  t h e  m o n o c l i n a l  s t r u c t u r e ,  s o  t h e  o i l  r e s e r v e d  

s t r u c t u r e  i s  n o t  e x p e c t e d  i n  t h e  w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  s h e e t - m a p .  

P l a c e r  i r i d o s m i n e  d e p o s i t s  h a v e  b e e n  r e p o r t e d  i n  t h e  t e r r a c e  

d e p o s i t s  a n d  i n  t h e  b e a c h  s a n d ,  b u t  t h e y  a r e  n o t  w o r k e d ,  r e c e n t l y .  



         昭和 33 年 3 月 25 日印刷

         昭和 33 年 3 月 31 日発行

                          工　業　技　術　院

               
           地　質　調　査　所

　　　　　　　　                     印刷者　向　　喜　久　雄
         印刷所　一ツ橋印刷株式会社              

  著作権所有   







EXPLANATORY  TEXT  OF  THE
GEOLOGICAL  MAP  OF  JAPAN

SCALE  1  :  50,000

GEOLOGICAL  SURVEY  OF  JAPAN
Katsu  Kaneko,  Director

 

MOMBETSU
（Sapporo-62）

By

SHŌICHI YAMAGUCHI

GEOLOGICAL  SURVEY  OF  JAPAN
Hisamoto-chō,  Kawasaki-shi,  Japan

1 9 5 8


